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Ⅰ 指導と評価の年間計画

１ 評価についての考え方

学習指導における評価について、教育課程審議会答申(平成12年12月)では次のように示されてい

る。

学習の評価は、教育がその目標に照らしてどのように行われ、児童生徒がその目標の実現に向

けてどのように変容しているかを明らかにし、また、どのような点でつまずき、それを改善する

ためにどのように支援していけばよいかを明らかにしようとする、言わば教育改善の方法とも言

うべきものである。

評価とは、学期末や年度末に行う学習の結果としての評定だけを指すものとしてとらえるのでは

なく、単元や各授業時間の中で、目標に照らしてその実現状況を判断し、次の指導に結びつくもの

としてとらえなくてはならない。また、実際の学習指導において評価を行うときは、次の５点に留

意する必要がある。

① 目標に準拠した評価を重視すること。

学習指導要領に示す目標を踏まえて単元や各授業時間の目標を立て、それに対する生徒の学

習の実現状況を見る評価（いわゆる絶対評価）を重視する。

② 指導に生かす評価を充実させること（指導と評価の一体化 。）

指導と評価とは別物ではなく、評価の結果によって後の指導を改善し、さらに新しい指導の

成果を再度評価するという、指導に生かす評価を充実させることが大切である。例えば、机間

指導やノート等の観察から一人一人の学習状況を把握し適切な助言を与えたり、クラス全体の

学習状況に応じて指導の方法を改善したりすることである。

③ 評価方法の工夫改善に努めること。

評価を客観的で妥当性のあるものとするためには、評価方法の工夫改善が必要である。具体

的な評価の方法としては、ペーパーテストのほか、観察、面接、質問紙、作品、ノート、レポ

ート等があり、その選択・組合わせを工夫する。

④ 個人内評価を工夫すること。

生徒一人一人のよい点や可能性、進歩の状況などを積極的に評価することは、重要なことで

あり、自ら学ぶ意欲や問題解決の能力、個性の伸長などに資するよう、個人内評価（生徒ごと

のよい点や可能性、進歩の状況などの評価）を工夫することが大切である。

⑤ 評価の信頼性を高めること。

、 。 、目標に準拠した評価の下では 評価の信頼性を高めることが一層必要になる そのためには

評価規準、評価方法について、実際の評価活動とその成果を踏まえ、絶えず見直しを行うこと

が求められる。また、評価の信頼性は、単に数値のデータだけに根拠を求めるのではなく、評

価の目的に応じて、評価する人、評価される人、それを利用する人が、互いにおおむね妥当で

あると判断できることが重要である。そして、評価規準や評価方法等に関する情報が生徒や保

護者に適切に提供され共通に理解されていることが大切である。

以上の点に留意し、教科内や担当者間でよく話し合い、協力体制を整えて評価を進め、授業の改

善につなげていくことが大切である。
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２ 「指導と評価の年間計画」の作成

、 、この年間指導計画は １年間を通して段階的かつ系統的にどのような力を身に付けさせていくか

そしてその実現状況をどのような観点で評価していくかを明確にすることを目的に作成するもので

ある。これまでは、教科書の教材を授業時間数に応じて順番に配列しただけの年間指導計画がみら

れたが、基礎・基本の確実な定着を図り、生徒が自ら学び自ら考えるなどの［生きる力］をはぐく

むためには、目標に準拠した評価を重視し、その客観性、妥当性、信頼性に十分配慮して、単元の

目標と学習活動、評価規準と評価方法を明確にした計画を立てることが必要である。

「指導と評価の年間計画」は、内容的には「単元ごとの指導と評価の計画」の全単元について、

その概要を記述したものである。

＜「指導と評価の年間計画」作成上の留意点＞

① 「生徒の実態と指導の重点」欄を設け、生徒の実態に即した年間計画とする。

② 単元の目標、評価の観点、評価の方法を明示し、身に付けさせる力を明確にして、計画的、

系統的な指導と評価ができるようにする。

③ 言語活動を明示し、具体的な言語活動を通した学習活動が行われるようにする。

④ 目標に応じて教材を設定するという観点で計画を立て、教材を授業時間に応じて配分しただ

けの年間計画とならないようにする。

⑤ 国語総合については 「話すこと・聞くこと」を主とする指導に１５単位時間程度 「書くこ、 、

と」を主とする指導に３０単位時間程度を配当するものと学習指導要領に示されているので、

領域ごとに時間数を明示する。また、古典と近代以降の文章との授業の割合は、おおむね同等

とすることを目安とし、古典における古文と漢文の割合は一方に偏らないようにする。
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３「国語総合」における「指導と評価の年間計画」例
科目 単位数（時間） 指導学年 使用教科書名 指導者名

国語総合 ４単位 （１４０時間） １学年
科目の目標 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ばし心情を

豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。
、 、生徒の実態と 就職して社会に出る生徒が多いこと 真面目だが自分を表現する力が不足する生徒が多いことを踏まえ

、 。指導の重点 特に自分の考えを的確に表現する力 新聞のコラム等を読み理解できるような力を養うことに重点を置く
領域 時間 評価の観点（ ）

月 単 元 名 書 読 主 な 単 元 の 目 標 主な 言語 教 材話す 関心 話す 書 く 読む 知識
く む 評価方法 活動聞く 意欲 聞く 能力 能力 理解

※は備考態度 能力
随想を読む ４ ・随想の内容を叙述に即して ○ ◎ ○ 『真実の鏡』授業の取組の観察

的確に読み取る。 定期テスト
４ ・文章を読み、ものの見方、

考え方を広げる。
ショウｱﾝﾄﾞテ ４ ・目的や場に応じて、効果的 ○ ◎ ○ Ａ授業の取組の観察
ルで自己紹介 に話す。 ｼｮｳｱﾝﾄﾞﾃﾙ (ア)
小説を読む ７ ・登場人物の心情などを表現 ○ ◎ ○ Ｃ 『羅生門』授業の取組の観察
( ) に即して読み味わう。 感想文 (ア)1

・表現の特色をとらえる。 定期テスト
５ 手紙文を書く ４ ・相手や目的に応じて、効果 ○ ◎ ○ Ｂ 近況報告の手授業の取組の観察

（近況報告） 的な表現を考えて書く。 手紙文 (イ) 紙例文
・優れた表現を自分の表現に
役立てる。

古文入門 ６ ・人物、心情などを表現に即 ○ ◎ ○ 『ちごのそら授業の取組の観察
古 して読み味わう。 定期テスト 寝』

・文語のきまりを理解する。
定期テスト ２
中世の随筆を ６ ・人物、心情などを表現に即 ○ ◎ ○ 『徒然草』授業の取組の観察

６ 読む 古 して読み味わい、ものの見 定期テスト 「亀山殿の御
方、考え方を広げる。 池」ほか

評論を読む ５ ・文章の内容を叙述に即して ○ ◎ ○ Ｃ 『水の東西』授業の取組の観察
( ) 的確に読み取る。 ﾜｰｸｼｰﾄ (ア)1

・東西のものの見方の違いを 定期テスト
知り、考え方を広げる。

意見文を書く ６ ・論理的な構成を工夫し自分 ○ ◎ ○ Ｂ ※ ｺﾝﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀの授業の取組の観察
( ) の考えを文章にまとめる｡ 意見文 (ア) 活用1

７ 私たちの読ん ２ ・様々な文章を読んで、もの ○ ◎ ○ ﾌﾞｯｸﾄｰｸ Ｃ ﾌﾞｯｸﾄｰｸﾋﾞﾃﾞｵ
だ本(前半) の見方 感じ方等を広げる 本の紹介文 (イ) ※図書館活用、 。
私たちの読ん ３ Ｂ ※ ﾌﾞグループに よる
だ本(後半) (ウ) ｯｸﾄｰｸ

『 』近代の名詩を ６ ・詩の情景、心情などを表現 ○ ◎ ○ Ｃ レモン哀歌授業の取組の観察
９ 読む に即して読み味わう。 鑑賞文 (ア) ほか

新聞を読んで ４ ・様々な問題について自分の ○ ◎ ○ Ａ 新聞授業の取組の観察
考えたこと 考えをもち、筋道を立てて 発表 (イ)

意見を述べる。
定期テスト ２
歌物語を読む ９ ・人物、情景、心情などを表 ○ ◎ ○ Ｃ 『伊勢物語』授業の取組の観察

古 現に即して読み味わう。 感想文 (ア) 「芥川」ほか
・文語のきまりを理解する。 定期テスト

『 』10 評論を読む ５ ・文章の内容を叙述に即して ○ ◎ ○ Ｃ 日本のゴミ授業の取組の観察
( ) 的確に読み取る。 (ウ) 『森は海の恋2 ワークシート

・文章を読んでものの見方、 定期テスト 人』
感じ方、考え方を広げる。

意見文を書く ６ ・情報を収集し、整理する方 ○ ◎ ○ Ｂ ※環境につい授業の取組の観察
( ) 法を身に付ける。 意見文 (ア) ての意見文2

・論理的な構成を工夫し自分 執筆
の考えを文章にまとめる｡ ※図書館活用

漢文入門 ７ ・文章を読んでものの見方、 ○ ◎ ○ 『名言』11 授業の取組の観察
漢 考え方を広げる。 定期テスト

・訓読のきまりを理解する。
論語の世界 ６ ・古典に表れた思想を読み取 ○ ◎ ○ Ｃ 『論語』授業の取組の観察

漢 り、もののの見方、考え方 感想文 (ア)
を広げる。 定期テスト

定期テスト ２
ディベートを ５ ・考えを深めるために、相手 ○ ◎ ○ Ａ ※情報通信 ﾈ授業の取組の観察
楽しもう の立場や考えを尊重して話 (ウ) ｯﾄﾜｰｸ活用ディベート

（ ）し合う。 ﾌﾛｰｼｰﾄ 情報収集
小説を読む ４ ・情景、心情などを表現に即 ○ ◎ ○ 『ナイン』12 授業の取組の観察
( ) して読み味わう。 定期テスト2

授業の取組の観察 「あなたの青春時代聞き書き（前 ２ ・目的に応じて、効果的に話 ○ ◎ Ａ ※
は？」のテーマで親の半） したり、的確に聞き取った 聞き書きを (イ)
世代へのインタビュー聞き書き（後 ６ りする。 ○ ◎ ○ まとめた文 Ｂ
後、原稿執筆半） ・目的に応じて、効果的な表 章 (ウ)

１ 現を考えて書く。
史伝を読む ６ ・史伝の人物、心情を表現に ○ ◎ ○ 『十八史略』授業の取組の観察

ほか漢 即して読み味わう。 定期テスト ｢鶏口牛後｣
軍記物語を読 ４ ・軍記物語の人物、情景、心 ○ ◎ ○ 『平家物語』授業の取組の観察

「 」む 古 情などを表現に即して読み 音読ﾁｪｯｸ 木曽殿の最期
味わう。 定期テスト

２ 言葉を見直す ３ ・現代社会の言語生活の在り ○ ◎ ○ 『言葉の虫眼授業の取組の観察
方について関心を深める。 鏡』言語

調査して書く ６ ・身の回りの言葉について効 ○ ◎ ○ 言葉につい Ｂ ※図書館活用
－気 言葉 果的な表現を考えて書く。 ての随想 (ウ)になる

『 』小説を読む ６ ・情景、心情などを表現に即 ○ ◎ ○ Ｃ 伊豆の踊子授業の取組の観察
３ ( ) して読み味わう。 感想文 (ア)3

・表現の特色をとらえる。 定期テスト
定期テスト ２

15 28 97 97 = 45 25 19 8※ の内訳 現 ＋古 ＋漢 ＋定期テスト
※「言語活動」欄は、学習指導要領の言語活動例を活用し、その符号を記した。
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Ⅱ 単元ごとの指導と評価の計画

１ 評価規準の作成

(１) 評価規準の基本的な考え方

評価規準は、学習指導要領に示す目標の実現状況を客観的に判断するためのよりどころとな

るものである。観点別に設定し、生徒の身に付けた資質や能力の質的な面を評価することを目指

す 評価規準は おおむね満足できると判断される 状況について設定し それに照らして 十。 、「 」 、 「

分満足できる」状況や 「努力を要する」状況を判断するのが適当である。、

(２) 評価規準の作成について

評価規準の作成については、国立教育政策研究所教育課程研究センターが示した「評価規準

の作成 評価方法の工夫改善のための参考資料 高等学校 －評価規準 評価方法の研究開発 報、 （ ） 、 （

告）－ （以下「評価のための参考資料」と略す）を参考にする。この資料は、平成１６年３月」

に発表されている。（国立教育政策研究所のホームページにも掲載されている。

）これを参考に、各学校の実態を踏http://www.nier.go.jp/kaihatsu/kou-sankousiryou/html/index_h.htm

まえ適切に定めることが望ましい。

＜高等学校国語における評価の観点及びその趣旨＞

観点別学習状況の評価の観点は「関心･意欲･態度 「思考･判断 「技能･表現 「知識･理解」」、 」、 」、

の４観点を基本としているが、国語科では、新しい学習指導要領に示された目標、内容などを考慮

し、次の５観点として設定している。

【評価の観点及びその趣旨】

関心･意欲･態度 話す・聞く能力 書 く 能 力 読 む 能 力 知 識 ・ 理 解

国語や言語文化に 自分の考えをまと 自分の考えをまと 自分の考えを深め 表現と理解に役立

対する関心を深 めたり深めたりし めたり深めたりし たり発展させたり てるための音声、

、 、 、め、国語を尊重し て、目的や場面に て、相手や目的に しながら、目的に 文法 表記 語句

てその向上を図 応じ、筋道を立て 応じ、筋道を立て 応じて様々な文章 語彙、漢字等を理

り、進んで表現し て話したり的確に て適切に文章に書 を的確に読み取っ 解し、知識を身に

たり理解したりす 聞き取ったりす く。 たり読書に親しん 付けている。

るとともに、伝え る。 だりする。

合おうとする。

また、各科目における評価の観点は、下記のとおり「○」印が付いた観点である。

関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書 く 能 力 読 む 能 力 知 識 ･ 理 解

国語表現Ⅰ ○ ○ ○ ○

国語表現Ⅱ ○ ○ ○ ○

国 語 総 合 ○ ○ ○ ○ ○

現 代 文 ○ ○ ○ ○ ○

古 典 ○ ○ ○

古 典 講 読 ○ ○ ○
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２ 「単元ごとの指導と評価の計画」の作成

(１)「単元ごとの指導と評価の計画」の作成の手引き

各科目の目標と評価の観点及びその趣旨を確認する。手順 １

科目の目標 学習指導要領に示す該当科目の目標を確認する。

科目の評価の観点及びその趣旨 「評価のための参考資料」に示された内容を参考にする。

＜例：国語総合＞

【科目の目標】

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ば

し心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図

る態度を育てる。

【評価の観点の趣旨】

関心･意欲･態度 話す・聞く能力 書 く 能 力 読 む 能 力 知 識 ・ 理 解

国語や言語文化 自分の考えをま 自分の考えをま 自分の考えを深 表現と理解に役

に対する関心を とめたり深めた とめたり深めた めたり発展させ 立てるための音

、 、 、深め、国語を尊 りして、目的や りして、相手や たりしながら、 声 文法 表記

重してその向上 場面に応じ、筋 目的に応じ、筋 目的に応じて様 語句、語彙、漢

を図り、進んで 道を立てて話し 道を立てて適切 々な文章を的確 字等を理解し、

表現したり理解 たり的確に聞き に文章に書く。 に読み取ったり 知識を身に付け

したりするとと 取ったりする。 読書に親しんだ ている。

もに、伝え合お りする。

うとする。

内容のまとまりごとの評価規準を確認する。手順 ２

内容のまとまり

学習指導要領に示す科目の内容を確認する。国語総合は 「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書、 」、

くこと 「Ｃ読むこと」をそれぞれ内容のまとまりとしているが、他の科目は、内容の全体」、

を１つのまとまりとしている。

内容のまとまりごとの評価規準

「評価のための参考資料」に示された内容を参考にする。

＜例：国語総合「Ａ話すこと・聞くこと」＞

【学習指導要領が示す「Ａ話すこと・聞くこと」の内容】

ア 様々な問題について自分の考えをもち，筋道を立てて意見を述べること。

イ 目的や場に応じて，効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。

ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために，相手の立場や考えを尊重して話し合うこと。

・関連する〔言語事項〕を含む。

【内容のまとまりごとの評価規準】

知 識 ・ 理 解関心･意欲･態度 話 す ･ 聞 く 能 力

・課題を解決した ・様々な問題について自分の考えをもち ・目的や場に応じた話し方や、

り考えを深めた 筋道を立てて意見を述べている 。 言葉遣いなどを理解してい

りするために、 ・目的や場に応じて効果的に話している る。。

目的や場に応じ ・目的や場に応じて的確に聞き取ってい ・文や文章の組立て、語句の

て、筋道を立て る。 意味、用法などを理解し、

て効果的に話し ・課題を解決したり考えを深めたりする 語彙を豊かに身に付けてい

たり的確に聞き ために、相手の立場や考えを尊重して る。

取ったりしよう 話し合っている。 ・国語の成り立ちや特質、言

としている。 語の役割などについて理解

している。
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単元の目標と評価規準を設定する。手順 ３

単元の目標

その単元で、どの領域のどのような力を身に付けさせるかという目標を、生徒の実態を踏ま

え、取り上げる教材の特性にも考慮して具体的に設定する。

ポイント① 原則として１単元１領域の指導

１単元１領域の指導を原則とし、指導内容を焦点化し、単元の目標の数を絞り込む。

なお 〔言語事項 〕は 「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこと」のそれぞれの、 〕 、 」、 」、

指導の中で深める。

単元の評価規準

手順１及び手続き２で確認したことを踏まえ、単元の目標に照らして、評価の観点ごとに評

価規準を設定する。評価規準は、その実現状況が「おおむね満足できると判断される」生徒の

姿として具体的に明文化する 「評価のための参考資料」に記載されている「内容のまとまり。

ごとの評価規準の具体例」を参考に、各学校において生徒の実態に即して作成するとよい。

ポイント② 原則として１単元には三つの観点の評価規準

１単元には、原則として「関心・意欲・態度 「○○能力 「知識・理解」の三つの」、 」、

観点についての評価規準を作成する （ ○○能力」は、その単元で指導の対象とする領。「

域の能力 。）

例：国語総合「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」」、 」、

・国語総合「Ａ話すこと・聞くこと」の指導と評価の計画例（ ）P7-10
「 」 （ ） 。・国語総合 Ｂ書くこと の指導と評価の計画例 を参照してくださいP11-13

・国語総合「Ｃ読むこと」の指導と評価の計画例（ ）P14-18

各授業時間ごとに目標、学習活動、評価規準、評価方法を設定する。手順 ４

各授業時間の目標

単元の目標を踏まえ、本時の学習でどのような力を身に付けさせるかを具体的に明らかにし

た目標を設定する。目標は、抽象的な内容ではなく、実際の学習での具体的な生徒の姿として

設定する。

学習活動

生徒が活発かつ適切に言語活動を行う授業を展開できるよう、学習指導要領に示された言語

活動例を参考に学習活動を構想し、積極的な授業改善を実質的に図ることが肝要である。

各授業時間の評価規準

各授業時間の目標に照らして「おおむね満足できると判断できる」生徒姿として、学習活動

に即して評価の観点ごとに具体的に設定する。

評価方法

授業中の行動や発表内容の観察、ワークシートやノートの記述内容の点検等、評価の観点に

応じて適切な評価方法を設定する。

※ 生徒による「自己評価」や「相互評価」は、生徒が自ら学ぶ意欲を見たり自己評価能力を高

めたりする上で有効であるとともに、生徒から見た授業の評価にもつながり学習指導を改善し

ていく手がかりにもなるが、あくまでも学習活動であり、教師が行う評価活動とは区別してお

く必要がある。

「 」、「 」、「 」例：国語総合 Ａ話すこと・聞くこと Ｂ書くこと Ｃ読むこと

・国語総合「Ａ話すこと・聞くこと」の指導と評価の計画例（ ）P7-10
・国語総合「Ｂ書くこと」の指導と評価の計画例（ ） を参照してください。P11-13
・国語総合「Ｃ読むこと」の指導と評価の計画例（ ）P14-18
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(２)「単元ごとの指導と評価の計画」例

ア 国語総合「Ａ話すこと・聞くこと」の指導と評価の計画例

１ 単元名

・知的プロセスを経験して、ディベートを楽しもう

日本でもサマータイムを実施すべきである （全５時間 ）－ －

２ 単元の目標

ア 論題「日本でもサマータイムを実施すべきである」について、自分の立場の主張を明確にし、

相手の主張を的確に聞き取って、考えを深めようとする （関心・意欲・態度）。

イ 聞き手を説得できるよう、資料を分析して、自分側の立場に基づいた主張を述べる。

（ ）話す・聞く能力

ウ ディベートという場に応じたわかりやすい話し方や言葉遣いを身に付ける （知識・理解）。

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 知識・理解

、①設定された論題につい ①聞き手を説得できるよう、資料 ①ディベートという場に応じた

て、自分側の立場の主 を分析して、自分側の立場に基 相手側及び審判（聴衆）にわ

張を明確にするととも づいた主張を述べている。 かりやすい話し方や言葉遣い

に、相手側の主張を的 ②筋道の通った効果的な発表メモ を身に付けている。

確に聞き取って、考え を作成し、分かりやすく話して

を深めようとしている いる。。

③相手側の主張の展開を的確に聞

き取り、自分側の論との関係を

とらえている。

指導と評価の計画４

各時間の目標 主な学習活動 各時間の具体的評価規準 評価方法時間

１ アディベートの目 ①ディベートのビデオを アの(1) ディベートのビデ 観察

的や方法を把握 見て目的を明確にし、 オを見て、主張の仕方や

する。 フローシートを書くこ 聞き取り方を理解しよう

。 【 】とで、ディベートのル としている 関①

ールや進め方を把握す アの(2) ディベートの内容 フローシート

る。 を的確にフローシートに 自己評価

＊チーム決め 記入し、ディベートの方

法が理解できる 【話③】。

２ ア肯定側・否定側 ①論題についてリンクマ アリンクマップ上で思考を 観察、ワーク

それぞれの立場 ップを書いて、双方の 発展させようとする。 シート

【 】 （ ）を理解する。 論点を整理する。 関① ア・イとも

イ論点を考えると ＊肯定側・否定側立 イ自分側の主張を裏付ける

。ともに、資料収 場決め 資料を集めことができる

【 】集の重要性を理 ②図書館で情報収集を 話①

解する。 し、論点を考える。

＊プリント【宿題】

（新聞の記事）

論点を書き出す。

＊１年次における
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ディベートである

ことを考慮して基

本資料は教師側で

準備する。

３ ウ自分の立場の主 ①宿題とあらかじめ準備 ウ自分側の主張を裏付けら 観察、ワーク

張を明確にする した資料等を使って情 れるように、資料を整理 シート。

報を選定し 整理する することができる。、 。

【 】＊チーム役割決め 話①

４ ア筋道の通った主 ①筋道の通った主張をま アの(1) 筋道の通った立論 観察、ワーク

張をまとめる。 とめ、発表メモを作成 が組み立てられる。 シート

する。 話② （アの(1)(2)【 】

②チームで話し合い、立 アの(2) 自分側の主張に基 とも）

論や反論・応答の準備 づいた立論をもとに、デ

をする。 ィベートの各役割を理解

して発表メモが作成でき

。 【 】る 知①

５ アお互いの主張を ①主張の要旨を明らかに 〈発表者〉 観察、フロー

述べ 聞き取り して、筋道を立ててわ アの(1) 相手側の主張を的 シート、 、

反論や質疑を行 かりやすく話す。 確に聞き取り、自分側の （アの(1)(2)

うことで、多面 ②シートに記入しなが 論を展開できる 【話③】 とも）。

的な見方を経験 ら、互いの主張を的確

し、理解を深め に聞き取り、反論や応 〈審判〉

る。 答を行う。 アの(2) フローシートに記

③フローシートを書い 入して双方の論を的確に

て、双方の主張を的確 聞き取り、自分のチーム

に聞き取り、判定を行 の論と照らし合わせて考

い、発表する。 察することができる。

【 】④発表者に対する相互評 話③

価を行った後、ディベ アの(3) 論題について、授

ートの学習について、 業以前の自分の考えとの 自己評価

。自己評価を行う。 比較をしようとしている

【 】関①

（注１）具体的評価規準の欄の【 】内は、関連する「単元の評価規準」である。

（注２）各時間の目標の符号と具体的評価規準の符号は対応させてある。
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（参考）観点別評価の進め方

ア 関心・意欲・態度

十分満足できると判断される 状況と評価する際の キＡ「 」 ［

単元の評価規準 ーワード］とその具体的な姿の例

「努力を要すると判断される」生徒へ指導の手だての例Ｃ

① 設定された論題について、 ［的確な把握、積極的に考えを深める］Ａ

自分側の立場の主張を明確に 集中力をもつて、的確にディベートの内容を捉え、積極

するとともに、相手側の主張 的に自分の考えを深めようとしている。

を的確に聞き取って、考えを 双方の主張を理解しようとしない生徒に対しては、キーＣ

深めようとしている。 ワードを示して、論点が理解しやすくなるようにする。

イ 話す・聞く能力

十分満足できると判断される 状況と評価する際の キＡ「 」 ［

単元の評価規準 ーワード］とその具体的な姿の例

「努力を要すると判断される」生徒へ指導の手だての例Ｃ

① 聞き手を説得できるよう、 ［情報選定・分析・自分側の主張］Ａ

資料を分析して、自分側の立 自分側の立場に基づいて資料を選び、分析して、的確に

場に基づいた主張を述べてい 論点を整理して、主張を構成しようとしている。

る。 分析の方法が理解できない生徒には、資料の中のポインＣ

トとなる部分を示唆して、書き写させる。

② 筋道の通った効果的な発表 ［論理的な構成・明確な話し方］Ａ

メモを作成し、分かりやすく 筋道を立てて構成した、効果的な発表メモを作成し、大

話している。 きな声で明確に聞き手に伝えようとしている。

構成の仕方がわからない生徒には、ワークシートに書かＣ

れた手順を説明して、実際に取り組めるようにする。

③ 相手側の主張の展開を、的 ［的確な聞き取り・反論］Ａ

確に聞き取り、自分側の論と フローシートを利用して、話し手の主張の展開を的確に

の関係をとらえている。 聞き取り、論点を理解して、踏み込んだ質問反論ができ

る。

話し手の主張をフローシートに記録しようとしない生徒Ｃ

には、該当する記入欄を示して、単語だけでも記入して

考えられるよう助言する。

ウ 知識・理解

十分満足できると判断される 状況と評価する際の キＡ「 」 ［

単元の評価規準 ーワード］とその具体的な姿の例

「努力を要すると判断される」生徒へ指導の手だての例Ｃ

① ディベートという場に応 ［立場や論点の明確化］Ａ

じた 相手側及び審判 聴衆 話の最初に、自分の立場や論点を明示し、根拠を明確に、 （ ）

にわかりやすい話し方や言葉 して主張を述べることを身に付けている。

遣いを身に付けている。 ディベートの話し方を参考プリントで具体的に示し、そＣ

れに従って発言原稿を書いてみるよう助言する。
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５ 学習指導案

教科・科目 国 語 総 合 指導者 指導学級 １年 ○組

授 業 日 時 平成 ○年 ○月 ○日（○曜日） 第 ○ 限 授業場所 教 室

単 元 名 知的プロセスを経験して、ディベートを楽しもう
－論題「日本でもサマータイムを実施すべきである」－

単元の目標 ア 論題「日本でもサマータイムを実施すべきである」について、自分の立場の主張を明確
にし、相手の主張を的確に聞き取って、考えを深めようとする （関心・意欲・態度）。

イ 聞き手を説得できるよう、資料を分析して、自分側の立場に基づいた主張を述べる。
（ ）話す・聞く能力

ウ ディベートという場に応じたわかりやすい話し方や言葉遣いを身に付ける。
（ ）知識・理解

本時の目標 ・お互いの主張を述べ、聞き取り、反論や質疑を行うことで、多面的な見方を経験し、理
解を深める。全５時間中第５時

本 時の内容 ・主張の要旨を明らかにして、筋道を立ててわかりやすく話す （肯定側・否定側発表者）。
・シートに記入しながら、互いの主張を的確に聞き取り、反論や応答を行う （ 同上 ）。
・フローシートを書いて、双方の主張を的確に聞き取り、判定を行い、発表する （審判）。
・発表者に対する相互評価を行った後、ディベートの学習について、自己評価を行う。

指 導 内 容 生 徒 の 学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準段階 時間
と評価方法

本時の目標の確認 フローシート記入の仕方を ・各自の役割を再確認
導 ３ 確実に理解する。 し、フローシート記入

ディベート実施に の重要さを理解させ
入 ついて確認と注意 る。

ディベート実施 ・ディベートについて経
験のない者も多いの 〈発表者〉

〈フォーマット〉 で、聞き手に伝えるこ 相手側の主張
肯定側立論 ３分 とを第１の目標とし、 を的確に聞き
否定側立論 ３分 ・フローシートに記入 メモを利用して大きな 取り、自分側
↓ 各自が発表・考察・判定 声で明確に話せるよう の論を展開で

展 作戦タイム ２分 にする。 きる。
↓ （発表チーム役割分担） （観察とフロ

否定側反対尋問 ２分 立論 ・フローシート記入がで ーシートによ
肯定側反対尋問 ２分 反対尋問 きるように配慮して、 る）
↓ 反論 タイムキーパー役を行

作戦タイム ２分 最終弁論 わせる。 〈審判〉
↓ サポーター役 フローシート40

肯定側反論 ２分 各１名 ・反対尋問・反論につい に記入して双
否定側反論 ２分 ては、作戦タイムを有 方の論を的確
↓ ４０人クラス・８チーム 効に使わせる。前時ま に聞き取り、

作戦タイム ２分 その他の６チームは、 でにまとめた資料が有 自分のチーム
↓ 審判役 効に使えるように、サ の論と照らし

否定側最終弁論 ３分 ポーター役を機能させ 合わせて考察
肯定側最終弁論 ３分 る。 することがで

開 ↓ きる。
判 定 ・最終弁論後、審判は感想コメ ・判定の理由がわかりや （観察とフロ

ント・判定記入（５分） すく述べられるよう配 ーシートによ
同時に、発表者は反省記入 慮する。 る）

・審判の挙手によって判定。
判定理由の発表（５分） ・反論の部分で有効だっ

教師から講評（４分） た点を指摘して、絡み 〈全体〉
、のある有効な討論につ 論題について

いて理解させる。 授業以前の自
分の考えとの

自己評価を行う。 ・ 自己評価記入」 ・自分の側のチームの論 比較をしよう「
ま を検証し、意見をもつ としている。
と ７ 本論題について参考文 本論題についてとディベート ことのベースには価値 （以上、自己
め 献やサイトを紹介する 学習について、言葉で記述す 観の存在があることを 評価による）

る。 確認する。



- 11 -

イ 国語総合「Ｂ書くこと」の指導と評価の計画例

単元名１

・意見文を書く（全５時間）

２ 単元の目標

ア 相手や目的に応じて題材を選び、伝えようとする意志をもって自分の考えをまとめようという

態度を身に付ける （関心・意欲・態度）。

イ 自分の表現に役立てるために、優れた表現の条件とその効果を考える （書く能力）。

ウ 自分の意見を相手に納得させるために論理的な構成を工夫し、文章にまとめる （書く能力）。

、 。エ 優れた表現に接してその条件を考え 意見文を書くのに必要な文章展開の条件や型を理解する

（知識・理解）

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

①論理的な文章を書くため ①書くことに役立てるために、優れた ①文や文章の組み立てを

の条件を考え効果的な表 表現に接してその条件や効果を考え 整理し、論理的な文章

現をしようとしている。 ている。 を書くための条件や論

②相手や目的に応じて題材 ②主張を明確にし、論理的な構成とな 理的な展開の仕方を理

を選び、自分の考えを文 るよう配列を考え、適切な語句を選 解している。

章にまとめようとしてい ぶなど、表現に工夫を凝らしたり推

る。 敲を重ねたりして自分の考えを文章

にまとめている。

４ 指導と評価の計画

各時間の目標 主な学習活動 各時間の具体的評価規準 評価方法時間

１ ア優れた意見文に ①教科書に掲載された意見 アの( )掲載された意見文 ・観察（机間1
、 ）ついて、その条 文を読み、その文章の優 の優れている点を考え 指導 発表

件と効果を明ら れた点と、その表現がも ようとしている。 ・点検（ﾜｰｸｼ

かにする。 たらす効果についてﾜｰｸｼｰ 関① ｰﾄの記述）【 】

ﾄの項目にしたがい自分の アの( )優れた表現の条件2
考えをもつ。 と効果をﾜｰｸｼｰﾄを活用

②グループで話し合い、優 して考えている。

【 】れた文章表現のための条 書①

件とその効果を整理する アの( )論理的な文章を書。 3
くための条件や展開の

型について理解してい

。 【 】る 知①

２ ア身近な生活の中 ①自分の身近な生活の中で アの( )投稿するための題 ・観察（机間1
から投稿原稿を 問題意識をもっているこ 材を選ぼうとしている 指導）。

書くための題材 との中から題材を見付け 関② ・点検（ﾜｰｸｼ、 【 】

を見付ける。 自分の意見をもつ。 アの( )自分の生活を振り ｰﾄの記述）2
イ自分の意見とそ ②ﾜｰｸｼｰﾄを利用し、ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄ 返り、投稿により他者

の論拠を整理し ｰﾐﾝｸﾞにより論拠を挙げ、 に主張したい題材を見

。 【 】構成を考える。 それをもとに構成を考え 付けている 書①

る。
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イ選んだ題材について、

自分の意見をもち、そ

の論拠を挙げ、構成を

。 【 】考えている 書②

３ ア文章展開の仕方 ①前時に学習したことを手 アの( )自分の考えを文章 ・観察（机間1
を工夫して自分 がかりにして、自分の投 にまとめようとしてい 指導）

の投稿原稿を書 稿原稿を書く。 る 関② ・点検（原稿。 【 】

く。 アの( )前時までに学習し の記述）2
たことを手がかりにし

て、意見文を書いてい

。 【 】る 書②

４ ア教育用コンテン ①教育用コンテンツ「意見 ア教育用コンテンツを活 ・観察（机間

ツを利用し、推 文を書こう」を活用し、 用し、推敲の仕方を身 指導

敲の仕方を明ら 推敲の演習を行う。 に付けている 【書②】 ・点検（原稿。

かにする。 ②自分自身の投稿原稿を推 イ自分の投稿原稿につい の記述）

イ自分の原稿を推 敲する。 て、表現を工夫したり

敲する。 文の配列を入れ替えた

りして推敲している。

【 】書②

５ ア相互評価の結果 ①仲間の原稿を読み合い、 アの( )相互評価を参考に ・観察（机間1
、 ）を推敲に生か 評価表をもとに相互評価 し、効果的な表現をし 指導 発表

し、説得力のあ する。 ようとしている。 ・点検（ﾜｰｸｼ

る投稿原稿にま ②仲間からの評価を参考に 関① ｰﾄの記述）【 】

とめる。 し、自分の投稿原稿を完 アの( )相互評価を元に推2
成させる。 敲を重ね、文章をまと

。 【 】めている 書②

（注１）具体的評価規準の欄の【 】内は、関連する「単元の評価規準」である。

（注２）各時間の目標の符号と具体的評価規準の符号は対応させてある。
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５ 学習指導案

日時 指導クラス １ 指導者平成○年○月○日(月) 第○限 年○組（男20名、女20名)

科目 国語総合 単元名 意見文を書く 教科書名 ○○出版「国語総合」

本時の位置 第４時（全５時間中）

本 時 の ア 教育用コンテンツ「意見文を書こう」を利用して推敲の演習を行い、推敲の意義と推敲の
学習目標 仕方を理解する。（書く能力）

イ 自分の投稿原稿について、表現を工夫したり構成を考えたりして、より効果的に自分の
考えが伝わるように推敲する。（書く能力）

クラス観 （省略）

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点及び評価

□本時の目標を明 ①本時の学習課題をもつ。 ※学習用パソコン及びプロジェクターを準備し
導 らかにする。 ②「推敲」の言葉の意味の理解や著 ておく。
入 名な作家の推敲例から推敲の意義 ・本時は、教育用コンテンツを利用して推敲の
10 □「推敲」の意義 を理解する。 意義を理解するとともに、自分の投稿原稿を
分 を理解する。 推敲することを告げる。

・「推敲」という言葉の説明を行ったり、著名
な作家の原稿に残る推敲例を紹介したりし
て、推敲の意義を十分に理解させる。

・プロジェクターにより、コンテンツの利用の
〔課題１〕教育用コンテンツ「意見文を書こう」を 仕方を説明する。
利用し、推敲の意義と推敲の仕方を理解する。 ・グループで話し合いながら行い、どうしてそ

のように推敲するのかを考えるよう指示す
□教育用コンテン ③１グループ（３名）１台のパソコ る。
ツを利用し演習 ンを利用し、推敲の演習を行う。
を行う。 目標アに対する具体的評価規準と評価方法

④正誤の判定に基づいて、それぞれ 〔規準〕教育用コンテンツを活用し、推敲の
その理由を話し合いにより明らか 意義と推敲の仕方を身に付けている。
にする。 〔方法〕観察（机間指導）

〔状況Ｃの生徒への手だて〕
なぜ直さなければいけないかを、別の表現
と比較してその必要性を考えさせる。

開
〔課題２〕自分の投稿原稿について、より効果的に 目標イに対する具体的評価規準と評価方法
自分の考えが伝わるように推敲する。 〔規準〕自分の投稿原稿について、表現を工

夫したり、文の配列を入れ替えたり
35 □自分自身の投稿 ⑤自分の投稿原稿について、表現を して推敲している。
分 原稿を推敲す 工夫したり、文の配列を入れ替え 〔方法〕観察（机間指導と原稿への記述）

る。 たりして推敲する。 〔状況Ｃの生徒への手だて〕
推敲すべき箇所を１，２箇所指摘して説明
し、次の箇所について考えさせる。

ま □本時の学習のま ⑥改めて全体を通して読み直し、 ・本時の学習が、表現活動全体の中でどのよう
と とめを行う。 自分の推敲した過程を確認する。 な意義があるかを確認させ、推敲の重要性に
め ⑦教師の説明を聞き、推敲の重要性 ついて理解をうながす。
５ を理解し、本時の学習の意義を ・次時は、相互評価によりさらに推敲を重ね、
分 確認する。 原稿を完成させることを告げる。
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ウ 国語総合「Ｃ読むこと」の指導と評価の計画例

単元名１

・小説を読む 『羅生門』 （全７時間）－ －

２ 単元の目標

ア 登場人物の考え方や心情を表現に即して読み味わい、話し合いによって自分の考えを深めよう

とする （関心・意欲・態度）。

イ 小説全体の構成を的確にとらえるとともに、主人公など登場人物の人物像や心理の変化を、

表現に即して読み味わう （読む能力）。

ウ 小説が描こうとしたことについての自分の考え方を深める （読む能力）。

エ 常用漢字に対する理解を深め、語彙を豊かにするとともに、表現の工夫について理解する。

（知識・理解）

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

①表現に即して、登場人物 ①『羅生門』の構成を的確に読み取っ ①文中の語句の意味を理

の人間像や心情を読み味 ている。 解し、語彙を豊かにし

わおうとしている。 ②『羅生門』の情景や、主人公など登 ている。

②他の生徒との読みの交流 場人物の人物像や心理を、それぞれ ②文中の常用漢字の読み

を通して、自分の読みを の場面の表現に即して読み味わって に慣れ、主なものは書

深めようとしている。 いる。 ける。

③『羅生門』の描こうとしたことにつ ③比喩などの効果的な表

いて、他の生徒との意見交流などを 現の工夫について理解

手かがかりに、自分の考えを深めて している。

いる。

４ 指導と評価の計画

各時間の目標 主な学習活動 各時間の具体的評価規準 評価方法時間

１ ア小説『羅生門』 ①教師の範読を聞きながら ア『羅生門』の描こうと ・観察（机間

を興味をもって 『羅生門』を黙読する。 していることや主人公 指導、発

読もうとする。 ②この小説の主題について の人物像などについて 表）、

イ『羅生門』全体 の自分の考えと一口感想 自分なりの感想を持と ・授業後の感

の構成を読み取 を書き 交流･発表を行う うとしている 【関①】 想確認。、 。 。

る。 ③場面の変化を観点に『羅

生門』を段落分けし、相 イ場面の変化を観点に、 ・観察（机間

互交流・発表を行う。 『羅生門』を３段落か 指導、発

４段落に分けることが 表）（次時の学習範囲をすらすら読

。 【 】めるようにしてくることと、難 できる 読①

解語句の意味調べを各時の学習

課題とする ）。

２ ア『羅生門』の背 ①第一段落後半を全員個々 ア第一段落前半の説明・ ・観察（机間

景となる社会情 に音読する。 描写から、平安末期の 指導、発



- 15 -

勢・場所の状況 ②難解語句の意味の発表を 都の衰微ぶりと、羅生 表）

、（ ）を的確に読み取 聞き、確認する。 門の荒廃・不気味さを ア・イとも

。る。 ③第一段落前半で、当時の 要点として指摘できる

【 】イ主人公下人の人 社会情勢・羅生門の状況 読②

物像、置かれて などにかかわる描写や説 イ第一段落前半の説明・

いた状況を的確 明部分に傍線を引き、要 描写から、主人公の年

に読み取る。 点をまとめ、交流・発表 齢・身分、追い込まれ

ウ第一段落前半の を行う。 た状況を、要点として

。 【 】語句の意味を理 ④第一段落前半で、下人の 指摘できる 読②

解し、語彙を豊 人物像・置かれていた状 ウ第一段落前半の難解語 ・ノートの確

かにする。 況にかかわる説明・描写 句の適切な意味を説明 認 観察 発、 （

に傍線を引き、要点をま できる 知① 表）。 【 】

、 。とめ 交流・発表を行う

３ ア楼の下における ①第一段落後半を全員個々 アの( ) 下人の考えが問 ・観察（机間1
下人の心理を読 に音読する。 題解決を延期した段階 指導、発

み取る。 ②難解語句の意味の発表を でとどまっていたこと 表）

イ第一段落後半の 聞き、確認する。 が指摘できる 【読②】。

語句の意味を理 ③楼の下における下人の心 アの( ) 下人が自分の状2
解し、語彙を豊 理を、論理の流れに従っ 況を本当に深刻には受

かにする。 て箇条書きにしてまとめ け止めてはいなかった、

交流・発表を行う。 ことが指摘できる。

【 】④下人がこの状況を深刻に 読②

受け止めていたか否か考 イ第一段落後半の難解語 ・ノートの確

え、交流・発表を行う。 句の適切な意味を説明 認 観察 発、 （

できる 知① 表）。 【 】

４ アはしご上での下 ①第二段落を全員個々に音 アの( ) はしご上での下 ・観察（机間1
人の心理の変化 読する。 人の心理変化とそのき 指導、発

とその特徴を読 ②難解な語句の意味を確認 っかけを整理し、順に 表）

。み取る。 する。 まとめることができる

【 】イ第二段落の語句 ③はしご上での下人の心理 読②

の意味を理解 の変化とそのきっかけを アの( ) 下人の正義感 悪1 （

し、語彙を豊か まとめ、交流・発表を行 を憎む心）が一貫性の

にする。 う。 ない非合理的なもので

。④下人の正義感（悪を憎む あることを指摘できる

【 】心）の特徴を考え、発表 読②

する。 イ第二段落の難解語句の ・ノートの確

適切な意味を説明でき 認 観察 発、 （

る 知① 表）。 【 】

５ ア楼の上での下人 ①第三段落を全員個々に音 アの( ) 楼の上で生まれ ・観察（机間1
の心理の変化と 読する。 た下人の心理変化とそ 指導、発

その特徴を読み ②難解な語句の意味を確認 のきっかけを整理し、 表）

取る｡ する。 順にまとめることがで

イ第三段落の語句 ③楼の上で生まれた下人の きる。

の意味を理解 心理変化とそのきっかけ アの( ) 下人の心の動き2
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し、語彙を豊か をまとめ、交流・発表を が一貫性のない気分的

にする。 行う。 （非合理的）なもので

。④下人が老婆の答えに失望 あることを指摘できる

【 】した理由から、下人の心 読②

理の特徴を考え、発表す イ第三段落の難解語句の ・ノートの確

る。 適切な意味を説明でき 認 観察 発、 （

る 知① 表）。 【 】

６ ア下人の心に悪に ①老婆が、自分の行為を正 ア下人の心に悪に対する ・観察（机間

対する勇気を生 当化する理屈を述べた部 勇気を生まれさせたも 指導、発

まれさせた老婆 分を、指名読みに従って のが 「生きるために 表）、

の理屈を読み取 黙読する。 仕方がなくしたことは （ア・イ・ウ、

る。 ②老婆の話のどのような理 悪いこととは思わない とも）」

イこの小説の結び 屈が、下人の心に悪に対 という老婆の理屈であ

の表現効果を理 する勇気を生まれさせた ることが指摘できる。

【 】解する。 のか考えをまとめ、交流 読②

ウ老婆に対する描 ・発表する。 イこの小説の結びの表現

写の特徴を理解 ③この小説の結びの表現を が、初出の表現と比べ

する。 初出の表現と比較して、 ると余韻があることが

。 【 】その効果について考え、 指摘できる 知③

発表する。 ウ老婆に対する描写に、

④老婆を描写した部分を抜 醜さを印象づけるよう

き出し、その特徴を考え な動物の比喩が使われ

て発表する。 ていることが指摘でき

（ 羅生門』の描こうとし る。 【知③】『

たことについての自分の考

えを４０字以内でまとめる

ことを課題とする ）。

準 ※『羅生門』の描こうとしたことについての生徒の意見を整理・分類し、話し合いの資料プ

備 リントを作成する。また、多かった意見の代表者（３人ほど）を決め、あらかじめその意

見とその根拠を話せるように準備しておくことを指示する。７時間目の前に、代表者の席

を前に設定する （パネルディスカッションに似た形式）。

７ ア他の生徒との読 ①話し合いの手順と目的を アの( ) 他の生徒と読み ・観察（机間1
みの交流を通し 聞き、課題をまとめたプ の交流を積極的に行お 指導、発

て 『羅生門』 リントを読む。 うとし、自分の読みを 表）、

についての自分 ②『羅生門』の描こうとし 深めようとしている。

【 】の読みを深め たことについての代表者 関②

る。 の意見を聞く。 アの( ) 『羅生門』の描 ・授業後の第2
③代表者の質疑応答を聞く こうとしたことについ ６時と第７。

④フロアの生徒から意見・ て、他の生徒との意見 時の課題の

質問等を述べ、その後隣 交流などを手かがかり 確認。

同士で話し合う。 に、自分の考えを深め

。 【 】⑤教師の紹介する研究者等 ている 読③

の考えを聞く。
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⑥『羅生門』の描こうとし

たことなどを入れて、学

300習の感想をまとめる。（

字～ 字）※時間中に400
書けない場合は課題。

（注１）具体的評価規準の欄の【 】内は、関連する「単元の評価規準」である。

（注２）各時間の目標の符号と具体的評価規準の符号は対応させてある。

（注３）単元の目標アについては、各時間の目標に「関心・意欲・態度」にかかわるものが記さ

れていなくても、随時観察による評価などを行う。

（注４）単元の目標エのうちの常用漢字の指導などは、生徒の音読時やその後などに随時行う。

（注５ 「読む能力 「知識・理解」については、定期テストによる評価も行う。） 」
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５ 学習指導案

日時 指導クラス １ 指導者平成○年○月○日(月) 第○限 年○組（男20名、女20名)

科目 国語総合 単元名 小説を読む－『羅生門』－ 教科書名 ○○出版「国語総合」

本時の位置 第４時（全７時間中）

本 時 の ア はしご上での下人の心理の変化とその特徴を読み取る。（読む能力）
学習目標 イ 第二段落の語句の意味を理解し、語彙を豊かにする。（知識・理解）

クラス観 （省略）

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点及び評価

□第二段落の音読 ①句読点に注意し、すらすら読める ※すらすら音読できることを内容理解の前提と
導 ようになることを目標に、立って する。起立しての音読で始めることは、授業
入 第二段落を音読する。 への切り替えをスムーズにする意図もある。
７ □本時の学習目標 ②本時の学習目標が「はしご上での ※音読時の机間指導により、漢字の読みやアク
分 の確認 下人の心理の変化とその特徴を読 セントの確認を行う。重要なことは、音読終

み取る」ことにあることを理解す 了後、全員に説明する。
る。

□難解語句の意味 ③難解語句の意味を理解する。 ※隣同士の確認により、意味調べの課題チェッ
の理解 クをさせる。

目標イに対する具体的評価規準と評価方法
〔規準〕難解語句（「息を殺す」「たかをく
くる」など）の適切な意味を説明できる。

□はしご上の下人 〔方法〕観察（発表）
の心理の理解 〔状況Ｃの生徒への手だて〕

下人の心理と結び付いた語句について、ど
のような心理が表れているを授業の中で考

展 えていき、理解を深めるよう助言する。

〔発問〕はしごの上で下人の心理はどのように変化 目標アに対する具体的評価規準①と評価方法
したか、また変化のきっかけは何だったか。 〔規準〕下人の心理変化を、楼上の光に気付

いたとき、老婆を見たとき、老婆が髪の毛
開 ④はしご上で生まれた下人の心理変 を抜き始めたときの順に整理し、まとめる

化とそのきっかけをノートにまと ことができる。
める。 〔方法〕観察（机間指導、発表）

⑤指名発表された意見について交流 〔状況Ｃの生徒への手だて〕
40 し、理解を深める。 語り手による下人の心理の説明だけではな
分 □下人の正義感 く、下人の様子や態度にも注目し、そこか

（悪を憎む心） ら読み取れる心理について考えるよう助言
の特徴の理解 する。

※下人の心から恐怖が消えた理由などを確認し
つつ、それぞれの心理変化に対する理解を深
めさせる。

〔発問〕下人の「悪を憎む心」を、語り手はどのよ 目標アに対する具体的評価規準②と評価方法
うにとらえているか。 〔規準〕下人の「悪を憎む心」が非合理的で

一貫性のないものであることを、語り手の
⑥下人の「悪を憎む心」の特徴を、 言葉を手がかりに指摘できる。
語り手の言葉を手がかりに考え 〔方法〕観察（発表）
る。 〔状況Ｃの生徒への手だて〕

⑦指名発表された意見について交流 門の下で下人が考えていたことと比較して
し、理解を深める。 考えるよう助言する。

ま □本時の学習のま ⑧本時の授業のポイント（はしご上
と とめと次時の予 での下人の心理の変化とその特徴
め 告 を読み取る）を理解する。
３ ⑨次時は、楼の上での下人の心理の
分 変化とその特徴を読み取ることを

予告する。
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Ⅲ 評価の実際と評価から評定への総括

１ 各授業時間における評価

各授業時間において、評価の観点別に評価規準に基づいて生徒一人一人に対する評価を行う。評

価の在り方について「評価のための参考資料」に次のように示されている。評価した結果は、記録

簿に各授業ごとの記録欄を設け、記録しておくことが大切である。

設定した評価規準に照らして まず おおむね満足できると判断される 状況 Ｂ か 努、 「 」 （ ） 、「

力を要すると判断される」状況（Ｃ）かを決定した上で、さらに 「おおむね満足できると判、

断される」状況（Ｂ）と評価されるもののうち、学習の実現の状況について質的な高まりや深

まりをもっていると評価されるものを「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する

ことが適切であると考える。

毎時間全員を観察し評価するのは難しいが、単元の中で継続的に観察し、単元ごとに全員の評価

が出るように考えたい。また、ワークシートや作品などによる評価も組み合わせ、客観的で妥当性

のある評価をするようにする。

、「 」一人一人の生徒に基礎・基本の確実な定着を図るという観点から 努力を要すると判断される

状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だては、その時間でなすべきこと、単元中でなすべきこ

と、単元を超えてなすべきことの視点をもち、意図的、継続的に指導を行うことが大切である。

２ 単元における評価の総括

評価から評定へ総括する方法としては、観点別評価を単元ごとに総括した上で学期末・学年末に

総括する方法や、観点別評価を学期末、学年末にまとめて総括する方法などが考えられる。ここで

は、前者の方法を例として解説している （あくまでも一例であり、学校の実態に応じて工夫した。

い。なお、この資料には他教科の例も示されているので、参考にするとよい ）。

まず、各単元では、評価規準を踏まえて、各授業時間の評価を行い、その積み重ねで単元として

の評価を総括する。単元ごとの評価表について「評価のための資料」に次のように示されているの

で、これを参考に総括の仕方について、各学校で検討するとよい。

評価表例について

次に掲げた評価表例は各生徒が単元の目標に照らして「おおむね満足できると判断される」状況

Ｂ）になったと評価される時点で，各観点の評価規準の左側のＢ欄に○印を記入するように作成し（

てある。さらに，質的な高まりや深まりが見られて「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評

価した場合には，右側のＡ欄に○印を記入する。各観点の評価の欄には，本単元における観点ごとの

評価を総括したものを記入する。また，特記すべき事項の欄は，指導者が特に気付いた点などをメモ

する際に用いる。なお，２時間にわたって同一の評価規準で評価する際には，１時間目の評価はチェ

ック程度にとどめ，２時間目の実現状況を見てから○印を記入するようにする。

総括の具体的な方法について

単元における総括においては，原則として，Ａ，Ｂ，Ｃの数の過半数でその評価を決めることにな

。 、「 ， ， ， 」 「 」 、る 例えばある観点で４つの評価規準がある場合 Ａ Ａ Ａ Ｂ であれば Ａ となるし

「 ， ， ， 」 「 」 。 「 ， ， ， 」 「 ， 」 「 ， 」Ａ Ｂ Ａ Ｂ であれば Ｂ となる また Ａ Ｃ Ｂ Ｃ の場合は Ａ Ｃ を Ｂ Ｂ

と読みかえる操作を行い「Ｂ」と評価する。なお，重み付けをする場合には，その重みに応じて評価

することになる。例えば「Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ」であっても，３つ目の評価規準が２倍の重みであれば，

ここでの評価は「Ａ」となる。
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【評価表例】

関心･意欲･態度 話 す ・ 聞 く 能 力 知 識・理 解 特

評価規準 評 価 規 準 評価規準 記

目的や場に応じて， 情報を整理 自分の意見 発表者の意 声の大きさ，言葉遣番

表現を工夫して自分 して自分の を筋道立て 見を的確に いなど発表の方法に氏 名

の考えを話そうとし 考えをもっ 述べている 聞 い て い ついて理解してい号

ている。 ている。 る。 る。２倍の重み

Ｂ Ａ 評価 Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 評価 Ｂ Ａ 評価

１ ●山一子 ○ Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ ○ ○ Ａ

２ □上次男 ○ ○ Ａ ○ ○ ○ ○ ○ Ａ ○ Ｂ

３ ◆田三美 ○ Ｂ ○ Ｃ ○ Ｂ

◎辺四郎 ○ Ｂ ○ ○ ○ Ｂ ○ Ｂ40

３ 学期末における観点別評価の総括

（１）記録簿に、観点別に記録ページを設け、単元ごとに評価を記入する。

（２）評価の「Ａ 「Ｂ 「Ｃ」を点数に換算し合計する。また、重点を置いた単元がある場合は、」、 」、

その単元の評価に重み付けをすることも考えられる。

【 読む能力」の評価の総括表例】「

読む能力

羅生門 評論( ) 名詩 前期真実の鏡 古文入門 中世の随筆 私たちの読んだ本1
総括観 察 観察 感想文 観 察 観 察 観察 ワークシート 本の紹介文 観察 鑑賞文

１ ●山一子 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ ４２

２ □上次男 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ ３６

３ ◆田三美 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ ２６

※この例では、Ａ＝５、Ｂ＝３、Ｃ＝１とし、５０点満点としている。

４ 学期末における評価から評定への換算

（１）各観点の評価の比率を、授業時間数や指導の重点の置き方などを手がかりに設定する。

（２）合計点数を設定し、比率に応じて各観点に按分する。

（３）各観点別に総括した点数を各観点の満点の点数によって換算する。

（４）合計点数から、１０段階（５段階）に換算して評定を出す。

【 前期末」評価の総括表例】「

合計 評定関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 中間テスト 期末テスト

１０段階満点 １００ １００ １６０ ２００ ４０ ２００ ２００ １０００

１ ●山一子 ９５ ６５ １１１ １６８ ３６ １７２ １６５ ８１２ ９

２ □上次男 ８２ ６８ １２５ １４４ ３０ １３５ １４３ ７２７ ８

３ ◆田三美 ６０ ９０ ５５ １０４ ２０ ７０ ９８ ４９７ ５

、 。 、 「 」 「 」※ この例では 各観点ごとの比率を下記のとおり設定した また 定期テストは 読む能力 と 知識・理解

について作問し、得点比率を８０％対２０％として各観点ごとの比率に加えている。

関心･意欲･態度１０％、話す･聞く能力１０％、書く能力１６％、読む能力５２％、知識・理解１２％
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※ この例では、次のように１０段階に換算して評定を出すと想定している。

９０１～１０００＝１０ ８０１～９００＝９ ７０１～８００＝８……（以下略）

評定を算出した段階で、生徒の実態をきちんと反映した評価であるかどうかを、確認することを大

切にしたい。特にコンピュータを使って成績を処理する場合には、１人１人の実態を思い浮かべず、

機械的に評価してしまった、ということがないようにしたい。
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Ⅳ 各様式

１「指導と評価の年間計画」様式
科目 単位数（時間） 指導学年 使用教科書名 指導者名

単位 （ 時間） 学年
科目の目標

生徒の実態と
指導の重点

領域 時間 評価の観点（ ）
月 単 元 名 書 読 主 な 単 元 の 目 標 主な 言語 教 材話す 関心 話す 書 く 読む 知識

く む 評価方法 活動聞く 意欲 聞く 能力 能力 理解
態度 能力

・
４

・・

５
・

・

定期テスト
６ ・

・

７ ・

・

９ ・

定期テスト
・・

10

・

・11

定期テスト
・

12
・

１
・・

２ ・

・
３

定期テスト
総時間数
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２「単元ごとの指導と評価の計画」様式

１ 単元名

・ （全 時間）

２ 対象学年と生徒の実態

・対 象 年生

・生徒の学力実態

３ 単元の目標

ア （関心・意欲・態度）

イ （ 能力）

ウ （知識・理解）

４ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 能力 知識・理解

① ① ①

② ② ②

③ ③ ③

５ 指導と評価の計画

各時間の目標 主な学習活動 各時間の具体的評価規準 評価方法時間

ア ① ア 【 】 ・

１ イ ② イ 【 】 ・

③

ア ① ア 【 】 ・

２ イ ② イ 【 】 ・

③

ア ① ア 【 】 ・

３ イ ② イ 【 】 ・

③

ア ① ア 【 】 ・

４ イ ② イ 【 】 ・

③

ア ① ア 【 】 ・

５ イ ② イ 【 】 ・

③

ア ① ア 【 】 ・

６ イ ② イ 【 】 ・

③
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３「学習指導案」様式

日時 指導クラス 指導者平成 年 月 日( ) 第 限 年 組（男 名、女 名)

科目 単元名 教科書名 出版「 」

本時の位置 第 時（全 時間中）

本 時 の ア
学習目標 イ

クラス観

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点及び評価

①
導 ②
入

分

目標 に対する具体的評価規準と評価方法
〔規準〕

展
〔方法〕

〔状況Ｃの生徒への手だて〕

目標 に対する具体的評価規準と評価方法
開 〔規準〕

〔方法〕

〔状況Ｃの生徒への手だて〕

目標 に対する具体的評価規準と評価方法
〔規準〕

〔方法〕

〔状況Ｃの生徒への手だて〕

分

ま
と
め

分


